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1980年代から，整形外科，歯科口腔外科領域における骨補塡剤としてハ

イドロキシアパタイト人工骨が使用され始めた．当初のハイドロキシアパ

タイト(HA)は，内部に有効な連通気孔構造を持たないため，内部に十分な

骨新生が起こらなかった．骨形成細胞や血管が十分通過できる大きさの連

通孔と適度の初期強度を有する人工骨が理想とされ，2003年，気孔間連通

孔構造を有するHA人工骨が開発された．その後，骨伝導能に優れ，骨へ

の置換が比較的早いβ-リン酸3カルシウム(β-TCP)が開発され，広く臨床

使用されてきた．さらに，ミクロポアを有する3重構造人工骨(HA，β-

TCP)，配向性を有するHA人工骨，緻密体と多孔体の複合体HA人工骨，

HAとcollagenの複合体人工骨など，次々に新規人工骨の開発，臨床応用

がなされてきた．現在では人工骨移植は，その低侵襲性，優れた組織適合

性や骨伝導性，簡便性などから，種々の整形外科手術において，自家骨移

植に置き換わりつつある．

本誌上シンポジウムでは，各種人工骨の長所と短所を知ること，整形外

科の臨床の場で適正な使用を行うことを目的として，その開発や臨床応用

に直接携わった先生方に執筆いただいた．

最初に，生越章先生には連通多孔体β-TCPについて，玉井宣行先生に

は連通多孔体HAについて紹介していただいた．次に，坂根正孝先生には

配向連通性HA人工骨について，早乙女進一先生にはHA/collagen人工骨

について解説していただいた．また，主として脊椎外科で使用される人工

骨にかんして，武政龍一先生にはリン酸カルシウム骨ペースト移植につい

て，藤林俊介先生にはチタン人工骨を含めた種々の人工骨の開発について

述べていただいた．

いずれも，人工骨に関する最新の知見が盛り込まれており，整形外科医

にとって多くの有益な情報を提供するものと考える．
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